
 

 

学習シラバス 理科 

科 目 名 単位数 学 科・学  年・類 型 

化学基礎  ２ 普通科・第１学年 

 

１ 学習の到達目標等 

学 習 の 到 達 目 標 

１ 多様な物質を構成する単位である原子や分子の性質を明らかにし、それに基づい

て、物質の多様な性質やその変化を理解します。 

２ 基礎的で比較的安易な事項を取り上げ、基本的な概念や原理・法則について理解を

深め、それらを活用する能力を伸ばします。 

３ 自然の事物・現象、または実験の過程を観察して、それから科学的に学習する方法

を導き、自然に接する態度と科学的な創造力を養います。 

使用教科書・副教材等 
化学基礎（数研出版）、セミナー化学基礎（第一学習社） 

スクエア 最新図説化学（第一学習社） 

 

２ 学習計画及び評価方法等 

（１） 学習計画等 

学 

期 
学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 

考査 

範囲 

１ 
 
 

 
 
 

学 
 

 
 

 
 

期 

第１編 物質の構成と化学結合 

第１章 物質の構成 

１ 混合物と純物質 

   ２ 物質とその成分 

   ３ 物質の三態と熱運動 

 

第２章 物質の構成粒子 

１ 原子とその構造 

２ イオン 

３ 周期表 

 

４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

混合物と純物質を分離する方法を理解します。元素

の概念と元素の確認方法を理解します。 

 

 

 

 

 原子の構造を理解し、原子の電子配置と原子どうし

の結合、周期表の関係を理解します。 

物質を構成する粒子と、その粒子から構成される物

質の性質を理解します。 

中 

間 

考 

査 

第３章 粒子の結合 

１ イオン結合とイオンからなる物質 

２ 分子と共有結合 

３ 分子の極性と分子間にはたらく力 

４  共有結合の物質 

５ 金属結合と金属 

第２編 物質の変化 

第１章 物質量と化学反応式  

１ 原子量・分子量・式量 

６ 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 イオン結合、共有結合、金属結合の違いを理解します。 

 

 

 

 

 

 

 

原子量、分子量、式量について理解し、物質の質量・

体積と粒子の個数の関係を理解します。 

期 

末 

考 

査 

【課題・提出物等】 

１ 授業で配布する演習プリント 

２ 中間考査及び期末考査の範囲内の授業ノート、実験プリント、セミナー演習ノート 

【１学期の評価方法】 

定期考査（中間考査と期末考査）の成績に平常点（プリント・授業ノート・実験プリント・演習ノート等の提

出物の内容、学習活動への参加の仕方や態度等で評価）を加味して算出 

２ 
 
 

学 
 

 

期 

２ 物質量 

３ 化学反応式と物質量 

 

 

第２章 酸と塩基の反応 

  １ 酸・塩基 

  ２ 水の電離と水溶液の pH 

  ３ 中和反応 

  ４ 塩 

 

 第３章 酸化還元反応 

１ 酸化と還元 

  ２ 酸化剤と還元剤 

８ 

９ 

 

 

 

10 

 

 

 

11 

 

12 
 

化学反応式がかけるようになります。また化学変化

の量的関係の計算ができるようになります。 

（実験）炭酸カルシウムと塩酸との反応による量的

関係 

酸と塩基の性質、価数、強弱について学びます。中

和反応について理解し中和の化学反応式がかけるよう

になります。 

（実験）酸・塩基の中和滴定 

 

 

 酸化還元反応が電子の移動で起こる事を理解し、酸

化剤・還元剤の働きを理解します。 

中
間
考
査 

期 

末 

考 

査 



 

 

２ 

学 

期 

【課題・提出物等】 

１ 授業で配布する演習プリント 

２ 中間考査及び期末考査の範囲内の授業ノート、実験プリント、セミナー演習ノート 

【２学期の評価方法】 

定期考査（中間考査と期末考査）の成績に平常点（プリント・授業ノート・実験ノート・演習ノート等の提出

物の内容、学習活動への参加の仕方や態度等で評価）を加味して算出 

３ 
 

学 
 

期 

第３章 酸化還元反応 

３ 金属の酸化還元反応 

 

４ 酸化還元反応の利用 

 

１ 

２ 

 

３ 

 

金属のイオン化傾向について理解します。また電池

の仕組みと電気分解を理解します。 

  

（実験）金属のイオン化傾向 

（実験）電池 

学
年
末
考
査 

【課題・提出物等】 

１ 授業で配布する演習プリント 

２ 学年末考査の範囲内の授業ノート、実験プリント、セミナー演習ノート 

【学年末の評価方法】   

３学期の成績を１・２学期と同じ基準で算出し、１・２・３学期の評価を算術平均する 

確かな学力を身に

付けるためのアド

バイス 

・平素より身の回りの天然の物質や工業製品を手にとって、その物質の特徴を知っておこう。 

・教科書をよく読もう。これが学習の成果を上げる第一歩です。   

 教科書をよく読んでおかないと授業がわかりにくくなり、科学的思考力が身に付きません。 

・実験を行う前には、実験プリントをよく読み、実験の目的・実験の方法などを把握しておこ

う。 

・教科書・問題集の問題を解いてみよう。学習の成果を見るうえでも、学習内容の定着を図る

ためにも、問題演習にできるだけの時間をかけなければなりません。学習した内容はすぐに

問題演習をして、定着を図るようにしてください。 

授業を受けるに当

たって守ってほし

い事項 

・自分自身で考えよう。また、なぜか、どうしてかといつも自問自答してみよう。科学的な思

考力が身に付きます。 

・実験には積極的に参加しよう。自分自身で触れ、考えよう。  

・実験データは正確に記録し、大切にしよう。また、グラフの作成や分析は重要な学習です。 

・実験後は実験プリントを整理し、提出しよう。 

 

（２） 評価の観点、内容及び評価方法 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 評 価 方 法 

関心・意欲・態度 

・化学的、物理的な事物・現象に関心や探究心を

もち、意欲的にそれらを探究するとともに、科

学的態度を身に付けようとする態度をもって

いるか。 

・学習活動への参加の仕方や態度    

・問題集などの課題、実験プリント 

・授業で使用するプリント 

・授業ノートのまとめ 

思考・判断・表現 

・化学的、物理的な事物・現象の中に問題を見い

だし、観察、実験などを行うとともに、実証的、

論理的に考えたり、分析的・総合的に考察した

りして、事実に基づいて科学的に判断できてい

るか。 

・定期考査 

・授業で使用するプリント 

・問題集などの課題、実験プリント 

 

 

観察・実験の技能 

・化学的、物理的な事物・現象に関する観察、実

験の技能を習得するとともに、それらを科学的

に探究する方法を身に付け、観察、実験の過程

や結果及びそこから導き出した自らの考えを

的確に表現できているか。 

・定期考査 

・授業で使用するプリント 

・質問に対する発表の内容 

・問題集などの課題、実験プリント 

・実験への取組 

知 識 ・ 理 解 

・観察、実験などを通して化学的、物理的な事物・

現象についての基本的な概念や原理・法則を理

解し、知識を身に付けているか。 

・定期考査 

・小テスト 

 

 


